
１．件 名：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学

研究所の緊急時対策支援システムに伝送する情報について 

 

２．日 時：令和3年11月25日 10：30～10：50 

 

３．場 所：原子力規制庁3階 室内会議卓  

 

４．出席者 

原子力規制庁 緊急事案対策室 

宮地防災専門官 

（以下、テレビ会議システムによる出席） 

蔦澤専門職 

日本原子力研究開発機構 核燃料サイクル工学研究所 

再処理廃止措置技術開発センター 技術部 技術管理課長 他18名 

 

５．要 旨 

日本原子力研究開発機構から、核燃料サイクル工学研究所における緊

急時対策支援システムへの伝送開始スケジュールについて、11月14日の

面談時における原子力規制庁からの指摘を踏まえたスケジュールの変更

について説明があった。(資料1) 

原子力規制庁から、今回示されたスケジュールに沿って工事を行うよ

う伝えた。 

日本原子力研究開発機構から、今回検討したスケジュールに沿って工

事を進める旨の回答があった。 

 

６．その他 

配布資料： 

資料1 核燃料サイクル工学研究所 ERSS整備・伝送計画の見直し 

（日本原子力研究開発機構 核燃料サイクル工学研究所） 


